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枚方市ひきこもり等子ども・若者相談支援センターを利用している若者への 

アンケート調査概要 

 

ひきこもり等子ども・若者相談支援センターでは、当事者の方たちの実情や思いを理解することを目的に、当

センターの利用者へのアンケート調査を実施しています。 

  この集計結果は、令和４年６から８月までの間で、担当相談員から案内した配布数 59 部のうち、郵送または

窓口、必要に応じ面接相談の中での聴き取り、オンラインにて回答を得た 40 部（回答率 67.8％）についてま

とめたものです。 

あなた自身についておしえてください 

【年齢】                                          【性別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢層は、10 歳代が 10％、20 歳代が 47％、30 歳代が 35％、40 歳代が５％でした。また、男

性が 67％、女性が 30％、その他３％でした。 

 

【現在同居している人数】                      【同居者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居人数は、３人世帯が 40％と一番多く、単身世帯と２人世帯が 12％ずつでした。同居者としては、母、父、

きょうだいの順で多くなっています。 

 

資料２－２ 
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【住まい】 

 

 

 

 

 

 

 

【配偶者の有無】 

 

 

【経済的に支えている人（複数回答可）】              【精神的に支えている人（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済的に支えている人は、「父」「母」が多くなっています。精神的に支えている人は、「母」が多く、一方で

「いない」と答えた人も５人いました。 

【最後に在籍した（または現在在籍している）学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既婚
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【学校を中退した経験】                   【中退した学校】（中退経験が「ある」人のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ひきこもり」について 

【ひきこもりの経験】                        【現在、ひきこもりの状態にあるか】（経験のある人のみ回答） 

 

 

【自分を「ひきこもり」だと思う理由】（経験のある人のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

32

80%

ない

8

20%

ある

18

45%
ない

20

50%

未回答

2

5%

0

2

0

4

0

10

2

0

0 2 4 6 8 10 12

その他

専門学校

大学院

大学

短期大学
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小学校

はい

18

56%

いいえ

14

44%

1

6

5

3

13

4

0 2 4 6 8 10 12 14

未回答

その他

生きづらさがあるから

家族以外の人間関係がないから

通学/就労していないから

部屋/家に閉じこもりがちだから
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【ひきこもり期間の累計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもりの原因やきっかけ（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでにひきこもりだったことがあると答えた人の思う、その原因やきっかけは、「こころの不調」が一番多

く、次に「不登校」、「友人、知人との関係」と続きます。また、原因やきっかけは、ひとつではなく、多くの人が複

数選択していることから、複雑で多様であることがうかがえます。 

 

【ひきこもることとは】 

自分にとってひきこもることとは、「つらい（とてもつらい 

・つらい）」「気が楽になる（とても気が楽になる・気が楽  

になる）」がそれぞれ約 30％ずつあります。決して楽をす

るためにひきこもり状態にあるわけではなく、 一方で苦し

い状況に対して自分を守るための手段であることもうか

がい知れます。                       

また、「あてはまらない」が約 30％と同じだけあること 

や、「つらい」と「気が楽になる」の両方の選択肢に丸を  

付けた人もいたことからも、どちらとも選びきれない複雑

な思いが感じられます。 

5
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5
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とても気が

楽になる
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30年以上

25年～30年未満
20年～25年未満
15年～20年未満
10年～15年未満

7年～10年未満
5年～7年未満
3年～5年未満
2年～3年未満
1年～2年未満

6カ月～1年未満
6カ月未満
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生きづらさについて 

【生きづらさについて】 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生きづらさは何に由来するか（複数回答可）】 

 

97％の人が「生きづらさ」を感じています。生きづらさの由来は、ひとつではなく、多くの人が複数選択をして

います。自由記述では、これまでの体験から社会や人への恐怖心、自信のなさがあること、就労等将来への不

安があること、そのような自分を責める気持ちが語られていました。 

 

【生きづらい状況が軽減または改善したきっかけ（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23
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17

17

23

10

18

13
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24

5

1

0 5 10 15 20 25 30

就労、就学への不安

家族関係

対人恐怖

自己否定感

過去の体験、トラウマ

からだの不調・病気・障害

こころの不調・病気・障害

居場所、所属がない

やりたいことがわからない

社会経験・スキル不足

その他

未回答

現在「生きづら

さ」を感じる

29

72%

過去に「生きづら

さ」を感じていた

10

25%

「生きづらさ」を

感じたことはない

1

3%

1

3

14

8

8

8

3

7

11

8

8

6

0 2 4 6 8 10 12 14 16

未回答

その他

改善/軽減したことはない

良い治療者・支援者に出会えたとき

自己肯定感を得たとき

安心できる居場所が見つかったとき

家族関係が修復したとき

新しい人間関係ができたとき

こころの不調や病気が改善したとき

からだの不調や病気が改善したとき

経済的に安定したとき

就職/就学したとき
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【自分のことを好きだと感じる】                      【自分のことを嫌いだと感じる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分のことを好きか嫌いかについて、「好きだと感じない（ほとんど感じない・感じない）」が 70％、「嫌いだ

と感じる（常に感じる・時々感じる）」が 74％でした。 

自分のことを好きか嫌いかの回答のクロス集計をしたところ、「好きだと感じない（ほとんど感じない・感じな

い）」かつ、「嫌いだと感じる（常に感じる・時々感じる）」が 50％をしめる結果でした。また、「好きだと感じな

い」かつ、「嫌いだと感じない」を選択している人も一定数いることも特徴的でした。 

 

 

コミュニケーションについて 

【人間関係やコミュニケーションで感じること】 
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人と話すのが苦手
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社会的スキルに自信がない

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 未回答
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【人（同居の家族を含む）と話をする頻度（電話やＥメール、ＳＮＳも含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【悩みを相談できる人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【悩みを相談できる人（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みを相談できる人が「いる」と 75％の人が答えています 

相談支援センターを利用している人にとって、相談員（カウンセラー）が、家族以外でも相談できる存在にな

っていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

いる

30

75%

いない

9

22%

未回答

1

3%

8

17

7

0

6

11

1

19

1

0 5 10 15 20

父
母

その他家族
配偶者／パートナー

友人・知人
カウンセラー・精神科医

同じ悩みを抱える人
相談員
その他

ほとんど話さない

2

5%

1週間に1回未満

1

2%
1週間に1回

2

5%

2～3日に1回

5

13%

毎日

30

75%
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【急な病気など身の回りのことを頼れる人】 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

【頼れる人（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身の回りのことを頼れる人が「いる」と 72％の人が答えています。 

一方で、「悩みを相談できる人」と同様に、身の回りのことを頼れる人が「いない」と約２割の人が感じてい

て、孤独や孤立の状態にある姿が想像されます。 

また、「悩みを相談できる人」と「身の回りのことを頼れる人」の両面において、「母」の支えを頼りにしている

ことも特徴的です。 

 

 

仕事について 

【現在の就学・就労状況】 

 

                                                               現在の就学・就労状況については

「無職」が 48％、「契約社員等」が

17％、「就労継続支援」が 10％で

す。 

 

 

 

 

 

いる

29

72%

いない

11

28%

15
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11

0
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1

2

0

0 5 10 15 20 25

父

母

その他家族

配偶者／パートナー

友人・知人

カウンセラー・精神科医

同じ悩みを抱える人

相談員

その他

正社員

1

2%

契約社員・障害者雇

用・派遣社員・パー

ト・アルバイト

7

17%

就労継続支援

（A・B型）

4

10%

学生・予備校生

3

8%
家事手伝い

2

5%

無職

19

48%

その他

4

10%
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【過去に働いていたことがある（現在就労していない方）（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在就労していない方で、過去にも「働いたことはない」人が一番多いが、「契約社員等」や「正社員」で過

去に働いたことがある人も多くおられます。 

 

【就業期間の累計（学生時代のアルバイトは除く）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【働きたいと思うか（現在就労していない方）】 

                                                 

現在就労していない方で、「働きたいと思う（とても 

思う・思う）」が半数以上の 57％、「思わない（あまり 

思わない・思わない）」が 22％、「わからない」が 8％ 

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

9

0

0

13

2

1

0 2 4 6 8 10 12 14

正社員

契約社員・障害者雇用・派遣社員・パート・アルバイト

自営業

就労継続支援（A・B型）

働いたことはない

その他

未回答

とても思う

6

21%

思う

10

36%

あまり思わ

ない

3

11%

思わない

3

11%

わからない

5

18%

未回答

1

3%

3

1

3

1

5

3

11

0 2 4 6 8 10 12

15年以上

10年以上15年未満

7年以上10年未満

5年以上7年未満

3年以上5年未満

1年以上3年未満

1年未満
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【就労していない理由（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「就労する自信がない」、「こころの不調」や「からだの不調」が理由で、就労が難しいと感じている人が多く

います。前項目で、半数以上の人が「働きたい」 と思っていることからも、これらの背景を抱えながら「働きた

い」という葛藤を持っていることもうかがえます。 

 

【就労するようになったきっかけ（複数回答可）】 

 

 

【理想の働き方（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

3

0

4

3

2

1

2

4

1

2

0 1 2 3 4 5

未回答

その他

何となく

周囲から圧力を感じて

自分の望む勤務条件の仕事だったため

ひきこもることが辛くて

自分のやりたい仕事だったから

就労する自信がついたから

経済的に困窮したから

こころの不調・病気が改善した

からだの不調・病気が改善した

8

13

4

16

4

4

0

0

5

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

からだの不調・病気・障害

こころの不調・病気・障害

経済的に困窮していないから

就労する自信がない

自分のやりたい仕事がないから

自分の望む勤務条件の仕事がないから

学生だから

特にない

その他

未回答

2

4

4

0

5

3

11

2

9

4

21

0 5 10 15 20 25

未回答

その他

働かない

複数の仕事を掛け持ちする

障害者枠で働く

自営業・フリーランスとして働く

家でできる仕事をする

扶養の範囲内で働く

アルバイト・パートとして働く

契約社員・派遣社員として働く

正社員として働く
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ひきこもり等子ども・若者相談支援センターについて 

【ひきこもり等子ども・若者相談支援センターを知ったきっかけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり等子ども・若者相談支援センターを利用する理由（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談支援センターを利用する理由としては、「家族以外の人と話す機会が欲しい」、「悩みを相談したい」、

「今後の生き方を考えたい」が多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

21

2

9

7

6

22

20

6

1

1

0 5 10 15 20 25

就労、就学がしたい
悩みを相談したい

生活が困窮しているため
家族や世間からの圧を感じて

家にいることがしんどい
日中過ごせる居場所が欲しい

家族以外の人と話す機会が欲しい
今後の生き方を考えたい

わからない
その他
未回答

家族からの紹介

22

55%

知人からの紹介

4

10%

他の関係機関

からの紹介

12

30%

市のホームページ

1

2%

インターネット

1

3%
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居場所支援「ひらぽ」について 

【居場所支援「ひらぽ」への参加】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居場所支援「ひらぽ」に参加する理由（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居場所支援「ひらぽ」に参加する理由としては、「集団になれるため」、「仲間・友人をつくりたい」、「興味あ

るイベントが行われている」が多くあります。 

 

【「ひらぽ」に参加しない理由（過去に参加経験あり）】  【「ひらぽ」に参加しない理由（参加経験なし）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

13

9

8

9

8

1

1

0 2 4 6 8 10 12 14

同じような経験をした人と出会える・話せる

集団に慣れるため

仲間・友人をつくりたい

日中に出かけられる場所を求めて

興味のあるイベントが行われている

社会経験を積むため

何となく、よくわからない

その他

現在定期的に参

加している

10

25%

過去に参加した

ことがある

10

25%

参加したことは

ない

12

30%

「ひらぽ」につ

いて知らない

8

20%

3

1

1

0

1

1

4

0

2

2

0 1 2 3 4 5

その他

活動内容が退屈だった

居心地が悪かった

健康上の理由

参加目的を達成したため

他に通う場所ができた

外出がしんどくなった

他の参加者への不満

スタッフの対応に不満

雰囲気があわなかった

3

4

2

1

3

2

3

0

0

0 1 2 3 4 5

その他

必要と感じない

日時の都合が合わない

経済的な理由（交通費等）

行っても意味がない

人の多いところが苦手

人と話すのが苦手

外に出られない

会場までが遠い


